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授業協力者指導充実：資質向上講習会講師中央オリエンテーション 報告 

厚木 中村隆一 

 

1．概 要：スポーツ庁委託事業 令和 7 年度「令和の日本型学校体育構築支援事業」における授業 

協力者指導充実・資質向上講習会講師を対象に、講習内容の伝達を行うとともに指導法等の実

技研修を行う。 

 

2．参加者：各都道府県剣道連盟の講師代表 1 名  厚木 中村が参加 

    資料 参加者名簿 

 

3．開催期間：令和 7 年 9 月 22 日(月) ～23 日(火・祝)  

 

4．会 場：日本武道館研修センター 

 

5．報告 

※ 資料は、サイズが大きいので、 

https://drive.google.com/drive/folders/1SqcAjgVKVE8AzQ-VO4PKAS7S2kd8Qf-A 

に置きました。お手数ですが、ダウンロード出て頂ければと思います。 

 

1 日目 

13：30～13：35 開講式・挨拶 真砂会長 

 

 真砂会長も今回が初めての参加ということでした。 

 

13：35～13：55 挨拶 全日本剣道連盟の現状・課題 

・コンプライアンス 

・ハラスメント防止リーフレット等 

中谷副会長兼専

務理事 

 

資料１ 全剣連の現状・課題  

 基本的にコーディネータの中央オリエンテーションと同じ内容とのことであった。 

 

大会・講習会 

 令和 8 年 5 月 第 1 回 アジア・オセアニア大会 東京都武道館開催 

 

剣道人口の減少 

 高体連の資料に元に、平成 15 年度➝令和 6 年度の生徒の減少が 23.4％に対して 

 剣道は、53.4％減少で、自然減の 2 倍程の減少に対して。例えば弓道は２％減にとどまっている。 

また、バドミントンは 20%増である。剣道人口の減少は、少子化だけではない。 

 

なくならない不祥事 

年々増加傾向にあり、令和 7 年度もすでに 30 件程度で、匿名ではなく実名による告発が 

増えており、深刻な事案が多くなっている可能性がある。 
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その他の配布資料は、 

 資料 1-1 このガイドラインを見たことが無いという人もいるとのこと 

 令和 7 年度 行事日程表 

 剣道世界大会応援クラブ のチラシ 

 剣道やろうよ のチラシ 

 ハラスメント しない させない 許さない のリーフレット 

 

13：55～14：35 『新中学校学習指導要領に準拠した安全で効果的な剣道授業の展

開：ダイジェスト版第 4 版（改訂版）』 

・授業協力者に求められること ・学習指導要領の重点事項 

・特別な支援を必要とする生徒への配慮について 

軽米講師 

資料２   剣道授業の展開 

資料２－１ 令和 7 年度「授業協力者指導充実・資質向上講習会」 説明要旨 

 

講義内容は、資料に沿ったものである。 

 

平成 24 年度から武道が必須となった 

 要因１ 教育基本法の改正（平成 18 年）  

       「日本の伝統文化と文化教育の充実」が図られた 

 要因２ 保健体育科の全領域において基本的な「知識、技能」を習得させること 

       体育分野の指導内容を、小１～高３までの 12 年間とし、中学校で武道がある。 

 

武道の特徴として、小 6 までは全く体験せずに、中学校で初めて体験する。 

 

授業協力者には。 

  １ 学校の理解 

  ２ 生徒の理解 

  ３ 立場と役割 

  ５ 学校との連携 

  ５ 適切な指導のありかた 

が求められる。 

 

14：45～15：15 実技：剣道授業における楽しい動機付け 山神講師 

ここから実技になる。 

 

資料３   剣道指導の実際 

資料３－１ 剣道の楽しい動機付け 

 

生徒が主体的に学ぶ授業づくり 

伝統的な行動の仕方 

  立礼 30 度と 15 度の礼 

  座礼 左座右起 跪居 
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楽しい動機付け 

  手刀で手拭とり 

  剣道じゃんけん など 

   これらは、資料３－１の QR コードから見ることが出来る。 

   実際にペアを組んで、体験した。 

大きな声、相手の目を見る、かっこいい（美しい姿勢） 

 

15：15～15：40 実技：基本動作「剣道に必要な動きづくり」 軽米講師 

資料３   剣道指導の実際  P7～ 

 

手刀による足さばき（実技） 

対面で指導する場合、生徒が前の時は、指導者が後ろ。生徒が後ろ時は、指導者が前という風に

動く。また、発生は指導者が「前」の指示を出したら。「ヤー」の発声をしながら生徒は前に動く。 

後ろ、右、左も同様である。 

 ポイントは、 

   指導者は、対面でも生徒と距離を保って移動（前後、左右の動きが逆になる） 

   号令のあと、生徒も発声する 

 

その後、すり足での面打ち、小手打ち、胴打ち、踏み込み足を使った面打ち、小手打ち胴打ちを行

った。いずれも空間打突。 

やり方は、「ヤー」「ヤー」「ヤー」で前にすり足で 3 歩進み、面等を打つ。踏み込み足で打ち抜

けたら「残心」の発声と共に振り返り、次の小手打ちをして残心、次は胴打ちをして残心など、剣

道の基本動作を行う。 

 

15：50～16：25 

 

実技：剣道具のない授業例 

礼法・竹刀を活用した授業例 

軽米講師 

岩脇講師 

2024 年年 12 月の、県主催の授業協力者養成講習会とほぼ同じ内容だった。竹刀で面、小手、胴を

受けるものである。 

 

今回、構えの剣先の高さを矯正する指導方法として、 

最初に竹刀を床と水平にして、そこから剣先をちょっと上げる。 

→ 剣先を下げて胸のあたりの高さまで、の指導をすると、剣先が頭の上になる子供が多い。 

 

面打ちの導入として、相手が頭上に上げた竹刀に、振りかぶった自分の竹刀を落とすということか

ら入り、次に、自分の竹刀が相手の竹刀にあたるときに、竹刀をぎゅっと握る。 

→ 竹刀を振るとどうしても最初は右手主導になる生徒が多い。 

 

※この 2 つを、次の剣道授業でやってみた。 

構えについて、剣先の高さが修正された生徒が多く、効果の高さを感じた。 

面打ちの導入は、体育の教師から「剣道らしくなってきましたね」と好意的な感想を頂いた。 
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16：25～17：05 実技：剣道具のない授業例 

・竹刀を活用した授業例（リズム剣道） 

―主体的・対話的で深い学び：ICT 活用の実際― 

岩脇講師 

山神講師 

軽米講師 

 2024 年年 12 月の、県主催の授業協力者養成講習会と同じ内容だった。AKB「365 日の紙飛行機」

に合わせて、面、小手、胴を打つもの。 

 面、小手、胴を打ったら、そのまま曲にのせて交代する。1 曲、やり切った。 

 

17：15～18：00 実技：剣道具のある授業「攻防の楽しさ」・剣道具の簡易な着装 

・基本技及び面抜き胴の段階的指導・技の出来映えの判定試合 

・面抜き胴の判定試合・自由練習（攻防の制限） 

山神講師 

軽米講師 

 これも 2024 年 12 月の、県主催の授業協力者講習会と同じ内容だった。 

今回は、面抜き胴の判定。5 人一組で、 演武者 2 人と、審判 3 人（気 大きな声 剣 打突部で

打突部位を捉える 体 姿勢）のカードをもち、それぞれがよかったか？を判定するもの。 

また、どちらの演武者がよりよかったかの判定試合も行った。 

 

 

 

２日目 

8：20～8：40 ・剣道指導における安全指導・衛生管理について 百鬼講師 

軽米講師 

資料４   剣道指導における安全・衛生管理について 

資料４－１ 資料４の補足資料（用語・グラフなど）  に基づいて講義 

 

資料４のＰ１の写真（竹刀が変形して面を打突している）がすべてを物語っているとのこと。 

中学校武道必修化第 6 回アンケートで、重篤な事故はない。 

 

剣道で発生した重大事故例 

  死亡事故 1977 年西ドイツ 相手の竹刀が裂け、目を貫通して脳に達した 

  眼部傷害 1982 年 竹刀が割れ、目に刺さった 

  頸部傷害による死亡事故 1987 年 面打ちの練習中に竹刀の破損による 

              同年、指導者の突きが原因と思われる脳梗塞 
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  熱中症死亡事故 2009 年 稽古中に熱中症による死亡事故 

竹刀の保守管理を怠ったその他の重大事故例もある。 

 

なお、中学・高校の剣道体育的部活動中における傷害は、足・足指部が多い。 

 

資料４－１の P3 に２０１９～２０１４に発生した死亡・傷害事例がある。 

 

8：40～9：10 ・スポーツ庁令和 6 年度「令和の日本型学校体育構築支援事業」

の成果報告と課題及び令和 7 年度の概略説明 

軽米講師 

資料５ 令和の日本型学校体育構築新事業  に基づいて講義 

資料５－１ アンケートの依頼 授業協力者活用中学校（1 校） 

 

スポーツ庁 令和 6 年度事業「令和の日本型学校体育構築支援事業」 

 多様な武道等指導の充実及び支援体制の強化 行程図 に従い実施 

詳細は、資料５ P1～P6 

 

スポーツ庁 令和７年度事業「令和の日本型学校体育構築支援事業」 

 多様な武道等指導の充実及び支援体制の強化 行程図 に従い実施予定 

詳細は、資料５ P6～P７ 

 

アンケート調査依頼がある、 

 資料５－１ 

 

9：10～9：30 ・中学校部活動の地域展開について（石川県の事例） 岩脇講師 

資料６   中学校部活動の地域展開について 

資料６－１ 武道指導の現状と課題・対策 

資料６－２ 兵庫県明石市 剣道連盟の地域移行（展開）の取り組み 

資料６－３ 学校部活動と地域連携による地域活動の違い対比表 

          責任の所在、報酬などが記載されている 

 

石川県小松市（資料６ P3～P5） 

 市のモデル競技として先行実施 

  市、市教育委員会、市剣道協会の三者が連携 

  小松桜木剣正会（剣道教室）が受け皿となり、月２，３回のペースで実施（土曜の午前中） 

 

会津若松（資料６－１） 

 平日は今まで通り教員が行う 

 週末は地域の複数の指導者により合同稽古 

   遠隔地の学校については、総合型地域スポーツクラブ、地区体育連盟 NPO 法人の協力 

 

明石市（資料６－２） 

 集合型（剣道連盟主催の合同稽古） 10 校  

   場所は市立体育館 4 回 学校体育館 8 回 
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   年間 12 回実施 

 派遣型（剣道連盟が派遣する地域・民間指導者が指導） 2 校 

   場所は学校武道場 

   月 2～３回 年間 35 回実施予定 

 

会津若松、明石市 ともに教育員会に剣道の理解者がおり地域移行を進めた。 

 

資料６－３に、学校部活動と地域連携による地域活動の違い対比表 

 

 

9：40～9：55 ・授業協力者を活用した公開授業報告 

・島根県・群馬県・東京都 

島根代表 

群馬代表 

東京代表 

資料７   授業協力者活用実践校 公開授業開催一覧 

資料７－１ 島根県剣道連盟 中学校保健体育剣道公開授業結果 

資料７－２ 授業協力者活用実践校（練馬区立光が丘第二中学校）公開授業報告 

資料７－３ 群馬県剣道連盟 鬼石中学校の武道（剣道）の公開授業について 

 

それぞれの剣道連盟の方から、資料に基づいた説明があった。 

 

なお、資料 7 の公開授業一覧の順番を見ると、神奈川県には、来年か再来年の公開授業の打診があ

ると思われる。 

 

 

9：55～10：35 ・各都道府県の現状と課題について 

・9 ブロックごと発表 

全員 

関東ブロックでそれぞれの県の報告があり、以下に纏める 

 

１現状について 

  授業協力者の高齢化 

    最初に登録してから 10 年あまり経過している。 

    登録しても、協力依頼がないことから、新たな登録がすくなく、やめるひともいる。 

 

２課題 

  剣道授業を実施している中学校が少ない。 

  現状は、剣道授業を実施している学校からの口コミに頼っている。 

  積極的な宣伝が必要ではないか？ 

 

３各都道府県における「中学校部活動の地域展開」の進捗状況 

  進んでいないのが現状 

 

 

以上 
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10：35～10：45 質疑応答 全員 

広島県の入井先生から報告があった。 

 中学校から剣道を始めた生徒の大会を実施している。近隣、中国、四国地方、京都からの参加も

あり、３５０名ほどの参加がった。今年で、3 回目とのこと。審判員は謝礼無しで、取り組みに共

感した 60 名ほどが集まった。応援も拍手のみではなく、声援も OK ということであった。 

 

 相模原市のたまご、ひよこの大会とよく似ている。 

 

 

 

10：45～10：55 閉講式・挨拶 真砂会長 

 

 

 

オリエンテーションを終えて 

 

 今回、オリエンテーションに参加させて頂いき、ありがとうございました。色々気づきがありま

した。構え、面打ちの導入など実施しました。その効果を感じることができました。 

 

 また、他府県の先生方とも色々話をさせて頂く機会がありました。特に、今回、同室であったの

が、千葉の大目先生で、夕食後に、八段の先生を数時間に渡り独り占めできるという幸運にも恵ま

れました。ご迷惑かと思いましたが、色々教えて頂くことが出来ました。 

 

なお、宿題があります。資料５－１アンケートです。取り扱いの指示を頂ければと思います。 

文中にも書きましたが、順番を考えると、来年か再来年に神奈川県に公開授業の要請が来ると思わ

れます。 

 

また、もう一人の講師の、葛西智明先生の資料も預かってきました。 

内容は冊子で、感動授業の展開、少年少女武道指導 武道、少年少女武道指導書 剣道 です。 

 

よろしくお願いいたします。 

 

以上 



2025/9/10

資料6
'::

瘍学校音爵活動の地域展開|こつい舅

に る の
′― ⌒ 1 、
|し ノ し ｀

×下記の 1ヽ容は、

(■ )改 革 の理 念

●豊盤 .な少鞠 |ヒ」獲む室ニュ                                     するのかぞ夕革のェロ 9勺 .

※改革を実現するための手法を考える際
`こ

IJ.三二におL登]き方改革の'1亡準 '´ヨるここfD壁二二生1旨
'■
笠を実現するここについても考ri.

●主拒皇立ェ萱E重型とし壼 二担生 ≡量スニニ左区 七菫F」 iFtt■ヒ .

(2)地 域 クラブ活 動 の在 り方

01也
'或

クラフ活到しにおいては、                           させつつ          することが釜::誓 。
く矛斤たなfIIイ直の

'1>

●地域クラフ活動の具い に形
'こ

i控活塾匹査笠1とを」菫上彫五壺り豊■.■旦●墨■讐にあ⊇た望ま1込 '有り万を見出していくことが主要 .

●民間のクラブチーム等との区月1や r・1の担保、等の傾.点から
L工立ュ≦2■豊̀

(3)地 域全体で連携して行う取組の名称 (「地 1,兌移行」の名称変更等 )

0上記の理念 つ地
'。

χクラブ活動の在り方等をより的確に表すため、1    上二つ■壺三二[    巡塁塁馨              |
〔コンセフト】0徴 内で運1営き■てきた活重ちを広く上せ,重に開き.地メ」をむィ革て支ぇてぃく., ― (2)薫Fiたな価イこを■1サ出し、よりI功 で`1嘔広い,苦盤を可能とする。 |

※学イ姑 3)舌重ちからlL:式クラフヽ舌藝,力 (こ華云

'奥

しただ
=,含
であつても . 宇範 宅設の活用等 .学校とのI彗勇は図る必要 。

(4)改 革 を進 めるに当 たつての基 本 的 な考 え方

活動陽 を計 すだけてなく、重塾盗搭越壼壺直■ も図ること。 ●」重磁二22堕 塾壺■五國圧翌
=ち 'な
と新たな手設し最大限活用するここ。

量査菫皇理こ公笙皇担上Q生レス隻望≧」L邑彙:旦
`2仁
l■左を検 れ .□L菫1三:五皇上][塁菫

==L菫
え全堕なから適切建支援を行うこと.

1埠書のある子供や運動が彗手な子供等を
'―

め、2″工お整 墜置望 1こ応三二豊工立 I'番垂1[≧」【豊査Lと:重を壼Llこすることが重 要であるここ.|●
|● てヽ

1

「亀峰:スポーッ技 化喜箭懇造と都活動改革に関する実行会議』最終とりまとめ 凛襲‐1

1,数 華 の 鸞 籠 及 ひ 轟 本 的 な彎 え方 警



2025/9/10

改革の

進め方

現し,古モl= . ′よti也 万公共E‐ ._,「 t
ハ■

「
のまキ    |よ .■1塁iこう4111に '・ :`■ `ゴ■  _｀ キヽ

~:嬌
笙 31■ 1「′.1 =   王_ユ圭 :1′ F史・ |、 こ

=■
二重 ri

=壺
二二■_豊ュo生菫生:量二.

)夕:具月
改 革期 間

rマ用負担
のtり方等

部活動地域展開の方向性

●令和 5こ度から「改革推進晰闇」■`スター しヽ、国の実証」,菫菫を通五≧二重 上 三二1=1二重 む旦11,菫二進二・三二室 三●=r式穫理二
進めてしヽる聾左公盤逗建奎≧圭工聾ており 金後 t里二改革,lrilFし L:.銀 二二 `
●壺[壼お菫三二政S2豊墨|■■■■ま

'tl■
の実情 |こ応υt』I=E多

'1の
モデル■七 11,者 確俣毒r,玉鳳E爆 21こ 亘けL=五 三●見二き .́て t｀う.

●也フ■ こ堡己1塗上正二登菫五■≧亜■主墨も多、.こ1°。ま二量生 =つ
生 み≧上二三_ニユニ 1軍■]:菫:三年■I=ニニニ」を1里 .そ

'■
つ[● .二 |[

ユ :て 雲:こ正三塞等二ま異とヨ [0豊 里三分三二′il.翌層ュ磐浜万羞等二饉菫 .|=こ 、質(菫二しIL壺二こが重要 .

o                                      _多 様
=:二
千F支●=:.=■■二重議上

l雲

|こあつた望ましti[二互二塁虫ピ=菫三■互_=ニヨ三百三二こ
:〕主要 こ壁こ正三壁重笙■2正三二圭三二●

“
要ヽ_

、′,IEの 1さユ
==こ

「彎´́も|こ 平こ,'[bi,r要 電tFrごて ■きるここう~ら
=【
,1旦こここな

`,あ =′
尋ら.

:こつ_..::

: ンヽ '、 ■i                      tす |`=

重i■i′ ″ら|´                       ″ヽ ユi・

x          iこ ついて|ど                  ことを 運ヽ
'∫
す●´重望.

■)妻亀1,長 し,る ここ■,1,■ つ′ヽメントクラウトラ7)■ ■ンタを|よ 1`'こ _'ご」■`11琴|の

'舌
=1等             t~P,Iり |こ辛

==・

含
`i=■tくこと,■ 要 ,

家電つ鮮 |=差■1生徒
`γ

■.:臭磨差 :こつなつちここ,な tよう                 三■■■菫肇 .塁 |二:こ |,こ行 うと書 .

|こつしヽ(                             と/Tつ
=_‐

(21ヽ塁讐.

|
|
|

嘔と0(ら

R711:ま で:こ .1本 電完
十1■ ]′ヽの■進計画R8

なるべく遠やかに移行

R9

Rl

Rll

次窮渡章鐘鶴内に.

薫難.すべての部重聰
`=お
いて,

地域襲饉を実現

各種課題を解決しつつ

国 :活動の在 り方や課題への対応策の検証を(■ う

地方公共団 1‡ :地 域 0実 1青に応 した取
`サ

組みを進める

R つ0

R12

部活動の展開等に関する課題の整理とスケジュール

R5各 市町村 1部活・｀~地
域移行 性「「一一

●一日〓^
一一に
一，‐）

改
革
一鐘
・違
・．懸
・錢
（
３
み率
） ジュール

地域とのつなかり

這レの評価・分析

複数部各手校

'舌
R 7

行地域移

E用 開 :曇

人材・計源の目;羞

繊 境短同 1,た

人材 .財源確保

体制を」備することが国

難であり,改菫推1=期間
終了後も体日に学校部活

動を実施する場合には,

百
=:‐
_‐ 言「活動指導員

等によろ運用とする..

1玉 .        . ・
           ・    . :1 1

1D′  `奎百三T十■11     1  . . = :.t i
l:｀ =1 1_= .`=・.―

4

2

2.改 革 推 進 期 間 の成 果 と諄 鍾

3.今 後 の改 革 の方 尚難

1り :,

―

　

一
一
　

一二

改
革
実
行
期
輔
（
６
年
、

「

生徒

保護者

地域の
ニーズt..4子 ■ 1言こ=|」 i=|=′手

‐.‐― _|■ |■|



2025/9/10

5

: 地撼移行(展開)好事例

①資料6-1
。会津若松市における取り組みについて

会津若松市教育委員会 教育長 寺木誠伸先生

②資料6-2
0学校部活動と地域連携による地域活動の違い対比表 (P2資料1)

。剣道運盟の地域移行(展開)取り組みについて

明石市剣道連盟 副会長兼地域移行部副部長 村崎和幸先生

(明石市教育委員会学校教育課部活動改革コーディネーター兼任)

③資料6-3
・石川県の取り組みについて 小松市立芦城中学校校長 岩脇先生

資料6-3

石川県小松市の実践

6

3



2025//9/10

小松市の概要

○人  口 1
0中学校数 1

05フ 896人 (令和 7年 7月 1日現在)
0校 (中学校 9校、義務教育学校 1校 )

○剣道部数
○部員数

4校
男子38名 女子 16名 (令和7年 4月現在)

○地域展開 令和4年度から市のモデル競技として先行実施
。市、市教育委員会、市剣道協会の三者が連携

「受け皿」小松桜木剣正会 (剣道教室)
・指導者 :14名 (18～ 59歳、2段～教± 8段)
・活動日 :平日火、水、金曜日 (夜)と土曜日 (午前) 準

'電

牛
%|

〇小松桜木剣正会への入会を条件とせず、小松市の剣道部に所属
している生徒全員を対象に合同稽古を開催

○原則土曜日の午前中に、月2,3 のペースで実施□

8

4

小松市の地域展開



2025/9/10

小松市の地域展開

○内容
0習熟度別グループに分けた「力量」「目的」に応じた指導
・正しい基礎基本の習得 (主体的・対話的で深い学び)
・昇段審査合格へ向けた指導
*段位取得だけをねらいとするのではな<、 剣道をグローバ
ル社会でのコミュニケーションツールとして活用できるよ

うにする → キヤリア形成につなげる
○土台となるもの
・昭和 50年代より続く市協会の稽古会
*「小松市の子どもたちを小松市の指導者で育てる」方針
→ 学校の垣根を越えて稽古することが当たり前の土壌

9
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資料6-1

―
―
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

∩
）
７
‘2024.12 月刊「武道」

会
津
若
松
市
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て

私
自
身
、
小
学
校
時
代
か
ら
剣
道
に
親
し
み
、
現
在
も
回
数
的
に
は
お

恥
ず
か
し
い
程
度
で
あ
る
が
稽
古
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
長

年
に
わ
た
り
剣
道
に
心
身
を
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
立
場
と
し
て
、
こ
の

た
び
、
月
刊

「武
道
」
誌
に
、
福
島
県
会
津
若
松
市
に
お
け
る
中
学
校
部

活
動
地
域
移
行
の
取
組
に
つ
い
て
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
と
て

も
う
れ
し
く
誇
り
に
思
う
。

本
市
で
は
中
学
校
の
休
日
の
部
活
動
を
、
教
員
に
代
わ
っ
て
、
専
門
的

技
術
や
経
験
を
も
つ
地
域
の
指
導
者
が
運
営
す
る

「地
域
移
行
」
を
、
令

和
元
年
度
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
開
始
し
て
お
り
、
そ
の
出
発
点
は
福
島

県
剣
道
運
盟
若
松
支
部
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
る

「剣
道
部
週
末
合
同
練

習
会
」
で
あ
っ
た
。

会
津
若
松
市
教
育
委
員
会
　
教
育
長
　
寺
木
　
誠
伸

「
コ
【

一

Ｅ

●

■■■

■■■

第 3 日



会
津
若
松
市
に
お
け
る
概
要
と
現
状

Ｃ
目
的
は
部
活
動
文
化
を
な
く
さ
な
い
こ
と

部
活
動
は
中
学
校
に
と

っ
て
生
徒
指
導
面
を
含
め
て
と
て
も
重
要
な
教
育

活
動
で
あ
り
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
、
目
標
に
向
か
っ
て
仲
間
と
心
を
合
わ

せ
頑
張
り
ぬ
く
気
持
ち
や
、
相
手
を
尊
重
す
る
気
持
ち
な
ど
を
育
て
る
こ
と

が
で
き
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
少
子
化
な
ど
に
よ
り
各
校
に
お
い
て
部
活

動
数
の
削
減
が
進
み
、
生
徒
が
望
ん
で
も
希
望
す
る
部
活
動
が
な
い
状
況
の

学
校
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
部
員
が
た

っ
た

一
人
で
も
学
校

の
部
活
動
と
し
て
存
続
し
、
週
末
に
は
そ
の
競
技
種
日
本
来
の
魅
力
を
味
わ

え
る
よ
う
に
、
多
く
の
学
校
の
生
徒
が
集
ま
っ
て
合
同
で
活
動
す
る
こ
と
を

地
域
移
行
の
基
本
と
し
て
い
る
。

◎
組
織
と
指
導
者

部
活
動
の
指
導
は
、
平
日
は
今
ま
で
通
り
教
員
が
行
い
、
週
末
は
地
域
の

複
数
の
指
導
者
に
よ
る
合
同
練
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。
合
同
練
習
会
に
お

い
て
は
、
複
数
の
指
導
者
が
担
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、
能
力
別

・
経
験
別

の

一個
に
応
じ
た
丁
寧
な
指
導
」
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
距
離
的
な
問
題

か
ら
合
同
練
習
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
困
難
な
遠
隔
地
の
学
校
に
つ
い
て

は
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
地
区
体
育
連
盟
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
協

力
の
下
、
地
域
ご
と
の
指
導
者
に
よ
る
週
末
の
部
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
地

域
の
指
導
者
と
生
徒
た
ち
の
人
間
関
係
も
徐
々
に
構
築
さ
れ
て
き
て
い
る
。

な
お
、
平
日
は
教
員
の
指
導
を
堅
持
す
る
理
由
と
し
て
は
、
日
中
の
ほ
と
ん

ど
を
共
に
過
ご
す
教
員
と
生
徒
の
関
係
の
中
で
、
授
業
の
み
で
生
徒
の
姿
を

見
る
だ
け
で
な
く
、
放
課
後
に
部
活
動
で
真
剣
に
汗
を
流
す
生
徒
の
姿
を
教

員
が
見
る
こ
と
は
、
頑
張

っ
て
い
る
生
徒
に
と

っ
て
う
れ
し
い
だ
け
で
は
な

く
、
教
員
の
生
徒
理
解
能
力
を
高
め
る
上
で
も
、
と
て
も
重
要
で
あ
る
と
認

識
す
る
か
ら
で
あ
る
。

◎
費
用
負
担

本
市
に
お
け
る
週
末
の
部
活
動
の
地
域
移
行
は
、
あ
く
ま
で
も
平
日
の
部

活
動
の
延
長
で
あ
り
、
部
活
動
を
週
末
に
合
同
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
来
、
部
活
動
の
指
導
は
、
教
員
が
勤
務
と
し
て
担

っ
て
い
る
も
の
で
あ
り

当
然
無
料
で
あ
る
た
め
、
週
末
の
部
活
動
に
お
い
て
の
み
保
護
者
負
担
に
す

る
こ
と
は
本
市
の
活
動
の
主
旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
ま
た
、
保
護
者
負
担
に
な

れ
ば
、
週
末
は
部
活
動
に
参
加
し
な
い
と
い
う
生
徒
が
増
え
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
週
末
の
地
域
指
導
者
へ
の
指
導
料

（謝
金
）
は
公
費
で
予
算

付
け
を
し
て
い
る
。

◎
全
員
加
入
の
原
則

部
活
動
に
係
る
協
議
を
進
め
る
際
に
は

「生
徒
の
自
主
的
な
参
加
」
と
い

う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
が
、
生
徒
の
誰
も
が
入
学
時
か
ら
部
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い
わ
け
で
は
な
く
、
全
員
加
入
の
原
則
の
下
、
入
部
し
て

活
動
を
重
ね
て
い
く
中
で
部
活
動
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
く
。
「自

主
的
な
参
加
」
の
考
え
方
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、
週
末
の
部
活
動
は
参
加
し

な
く
て
よ
い
と
い
う
家
庭
も
増
え
て
く
る
と
思
う
が
、
「部
活
動
を
通
し
て

身
に
つ
け
る
こ
と
」
を
無
視
し
て
よ
い
の
か
、
我
々
、
大
人
社
会
が
次
代
を

生
き
る
子
ど
も
を
ど
う
育
て
る
か
、
し
っ
か
り
し
た
方
針
を
も
た
な
け
れ
ば

武道指導の現状と課題・対策
― 中学校部活動

の地域移行について

月刊「武道」 2024.1271



な
ら
な
い
と
思
う
。
日
の
前
の
子
ど
も
た
ち
は
、
２０
年
後
、
３０
年
後
の
社
会

を
担
う
の
で
あ
る
。

◎
令
和
６
年
度
現
在
の
参
加
状
況

週
末
の
部
活
動
を
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
ご
と
に
行
う

「あ
い
づ

っ
こ
ス
ポ
ー

ツ
教
室
」
の
合
同
練
習
会
に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
９
月
の
段
階
で
、
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
加
盟
団
体
等
か
ら
推
薦
さ
れ
た
２５１
名
の
地
域
指
導
者
の
協
力
を

得
て
、
市
中
学
校
体
育
連
盟
に
登
録
し
て
い
る
１４
種
目

（特
設
相
撲
部

・
ス

キ
ー
部
以
外
の
全
種
目
）
に
お
い
て
、
全
部
員
数
の
９８

・
７
％
が
加
入
し
て

実
践
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
週
末
の
部
活
動
を
文
化
団
体
と
行
う

「あ
い
づ

っ
こ
文
化
教
室
」
で
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
吹
奏
楽
、
６
年
度
か

ら
合
唱
に
お
い
て
地
域
の
指
導
者
に
よ
る
合
同
練
習
会
が
始
ま
っ
て
い
る
。

◎
令
和
８
年
度
か
ら
完
全
実
施

令
和
８
年
度
か
ら
は
週
末
の
部
活
動
を
完
全
な
地
域
移
行
と
す
る
予
定
で

あ
り
、
各
学
校
単
独
で
の
週
末
の
部
活
動
は
①
遠
隔
地
で
の
活
動
、
②
週
末

に
行
わ
れ
る
各
種
大
会
に
学
校
と
し
て
出
場
す
る
場
合
な
ど
以
外
に
は
行
わ

な
い
予
定
で
あ
る
。
完
全
実
施
が
先
延
ば
し
に
な
れ
ば
、
教
育
委
員
会
が
事

前
に
説
明
し
た
内
容
と
の
食
い
違
い
が
生
じ
、
短
い
準
備
期
間
の
中
で
懸
命

に
準
備

・
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
地
域
指
導
者
の
熱
い
思
い
を
裏
切
る
こ

と
に
な
る
。

な
お
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
週
末
の
指
導
を
希
望
す
る
教
員
は
、
本
市

の
運
動
部
各
種
日
、
文
化
部

（吹
奏
楽
部
、
合
唱
部
）
の
各
名
称
で
あ
る

「あ

い
づ

っ
こ
○
○
教
室
」
の
指
導
者
の

一
人
と
し
て
指
導
を
手
伝
う
こ
と
に
な

る
。

会
津
若
松
市
に
お
け
る
中
学
校
部
活
動

（武
道
）

の
現
状

◎
剣
　
道

剣
道
は
特
に
、
各
道
場
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
加
入
者
数
が
激
減
し
て
い

る
状
況
か
ら
、
地
域
移
行
の
趣
旨
に
真

っ
先
に
賛
同
し
、
実
践
を
開
始
し

た
。
現
在
、
「あ
い
づ

っ
こ
剣
道
教
室
」
で
は
、
２０
名
の
地
域
指
導
者

（う

ち
教
員
４
名
）
と
部
活
動
の
あ
る
６
校
６５
名
の
生
徒
が
活
動
し
て
い
る
。
各

校
剣
道
部
顧
間
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
剣
道
の
経
験
が
な

い
顧
問
か
ら
は
、
「連
盟
の
先
生
方
に
専
門
的
な
指
導
を
い
た
だ
け
る
機
会

が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
生
徒
に
と
っ
て
も
顧
間
と
し
て
も
あ
り
が
た

い
」
「あ
い
づ

っ
こ
剣
道
教
室
を
通
し
て
、
他
校
の
生
徒
と
も
交
流
が
生
ま

れ
、
互
い
を
尊
重
し
、
高
め
合
う
雰
囲
気
に
も
つ
な
が

っ
て
い
る
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
中
学
校
か
ら
剣
道
を
始
め
た
生
徒
た
ち

が
剣
道
昇
級
昇
段
審
査
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
割
合
が

一
気
に
高
ま

っ
た
と
の

報
告
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

③
な
ぎ
な
た

本
市
は
、
な
ぎ
な
た
が
盛
ん
で
あ
り
、
全
国
規
模
の
大
会
で
も
例
年
活
躍

を
し
て
い
る
が
、
そ
の
原
点
は
、
地
域
の
指
導
者
に
よ
る
指
導
組
織
が
確
立

し
て
お
り
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
高
校
生
ま
で
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
そ

の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
と
し
て

一
緒
に
練
習
を
す
る
体
制
が
整

っ
て
い
る
こ
と
に
あ

る
。
つ
ま
り
、
以
前
か
ら
部
活
動
の
地
域
移
行
の
体
制
が
整

っ
て
い
る
競
技

722024.12 月刊「武道」



武道指導の現状と課題・対策

―
中学校部活動の地域移行について

な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
市
と
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
し
て
現
状
維

持
で
構
わ
な
い
と
い
う
考
え
で
い
た
が
、
本
市
な
ぎ
な
た
連
盟
の

「市
の
事

業
に
歩
調
を
合
わ
る
」
と
い
う
協
力
的
な
姿
勢
に
よ
り
、
そ
の
中
学
生
部
門

を

「あ
い
づ

っ
こ
な
ぎ
な
た
教
室
」
と
い
う
形
で
他
の
競
技
と
同
じ
体
制
で

実
践
を
進
め
て
も
ら

っ
て
い
る
。
本
市
の
４
校
に
な
ぎ
な
た
部
が
あ
り
、
４

校
す
べ
て
が
合
同
練
習
会
で
活
動
し
て
い
る
。

昇段審査・基礎

一４

ギヽ
ー

饉

1番 :

指導者による素振りの指導

ベアになって打ち返 しの練習

ホワイ トボー ドでめあてを確認

指導者が模範を示す

健

一響

一Ｖ

月刊「武道」 2024,12

全員で素振りの練習

つ
０
７
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武道指導の現状と課題・対策

―
中学校部活動の地域移行について

柔  道 ◎
柔
　
道

本
市
に
お
い
て
柔
道
部
を
設
置
し
て
い
る
中
学
校
は
わ
ず
か
２
校
、
生

徒
数
は
１７
名
で
あ
り
、
地
域
の
指
導
者
か
ら

「中
学
生
の
み
で
の
合
同
練

習
で
は
効
果
が
低
い
の
で
は
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。
本
市
の
武
道
の

特
徴
と
し
て
、
高
校
の
指
導
者
と
地
域
の
指
導
者
と
の
関
係
が
密
接
で
あ

る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
、
高
校
を
会

場
と
し
て
、
高
校
生
た
ち
と
の
合
同
練
習
会
を
実
施
し
て
い
る
。
か
つ
て
各

道
場
が
に
ぎ
わ

っ
て
い
た
頃
の
雰
囲
気
が
漂
い
、
技
の
習
得
の
み
な
ら
ず
、

現
代
社
会
に
お
い
て
希
薄
に
な

っ
て
い
る
先
輩
を
敬
う
態
度
や
、
後
輩
を
大

切
に
育
て
よ
う
と
す
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
る
。

５
年
前
の
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、
単
独
校
と
し
て
の
練
習
の
必
要
性
を
か
た

く
な
に
主
張
し
、
合
同
練
習
会
に
は
加
わ
ら
な
か
っ
た
部
活
動
の
顧
問
た
ち

も
、
部
活
動
の
維
持
の
た
め
の
本
制
度
の
価
値
を
理
解
し
、
現
体
制
ま
で
推

進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
令
和
８
年
度
の
休
日
に
お
け
る
部
活
動
の
地
域

ヘ

の
完
全
実
施
に
向
け
て
、
会
場
や
指
導
者
の
確
保
等
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

り
、　
一
歩
前
に
進
め
ば
次
の
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
繰
り
返
し
で
は
あ
る
が
、

最
も
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
将
来
の
社
会
の
担
い
手
で
あ
る

「目
の
前

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
部
活
動
の
維
持

・
充
実
」
と
い
う
大
義
に
誇
り
を

も

っ
て
取
り
組
む
こ
と
で
あ
る
。
幸
い
に
も
本
市
に
お
い
て
は
市
長
を
は
じ

め
、
市
当
局
の
理
解
に
よ
る
①
指
導
料
の
公
費
負
担
、
②
学
校
担
当
と
し
て

学
校
教
育
課
、
地
域
団
体
担
当
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
が
両
輪
で
取
り

組
む
体
制
が
整

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
土
台
と
し
、
令
和
８
年
度
に
向
け

て
邁
進
し
た
い
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
他
市
、
他
県
か
ら
の
視
察
等
も
増
え
て
お
り
ま

す
。
ご
希
望
等
が
あ
れ
ば
遠
慮
な
く
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
週
末
で
あ
れ
ば
、

実
際
の
合
同
練
習
等
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

′―F

地域の指導者による指導

場
増

一

高校生と一緒に立ち技の稽古「移動打ち込み」

ヽ

〓燿
山

一

丸
秘

期
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‘

■L
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後

´ヽ

の
日
″● ヽ

い
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資料6-2

兵庫県明石市

剣道連盟の (展開)取り組み

明石市剣道連盟 副会長兼地域移行部副部長
村 崎 和 幸
令和7年 1月 20日

経歴

・村崎和幸 64歳
0元兵庫県明石市公立中学校校長 (～令和3)

。現明石市教育委員会 学校教育課 部活動改革コーディネータ
(令和4年～現在)

。前兵庫県中学校体育連盟会長 (令和元年～2年 )

0現兵庫県剣道連盟常務理事
0現兵庫県学校剣道連盟副会長
ら剣道教士八段 (令和6年8月 昇段)



モデル実施に向けて 明石市剣道連盟の ゼロからの取組スタート

・ 1剣道連盟内にプロジェクトチームの立ち上げ
|メ ンバ‐-1会長1 冨11会長2 冨|」会長兼理事長1 理事1 学校関係者2計 7)

・ 2体日地域クラブ活動の実施に向けた連盟加盟団体説明会開催

,3指導者確保、資格取得について訪問説明会の実施

。4休日地域クラブ活動の指導者育成事業の実施

05剣道連盟実務者会議の実施 (実施までに10回開催する)

・ 6集合型合同練習の体育館確保と練習内容の検討

剣道連盟組織図 部活動地域移行部創設 (R6～ )
・　

　

　

　

‐一　
　
・

●
　
　
三

●
　
　
■

…
　

　̈

¨

１
　
　
・
■
―

―
Ｉ

Ｉ

す
　

一‥

‥
■
　
■

―
．
　

ｔ一１
１
■
一１
●

■

一

ｌ
ｉ
ｌ

ｉ

■

●

〓
―

●
一
●
■
●
〓
・
■
●
〓
●
・
１
●
‥
・‥
ヽ
一
■
一
一

す

―

〓
Ｉ

Ｉ

一
　

一
　

一
■

●

■

■

・

１

一

　

・
〓
‥

キ

．
１
こ

「
■
・
，
ヽ
十
一

監事

顧間

会長

事務局

副会長

土重盪往事務昼

'i: 1‐

■
― ll=

:. 1

_I‐

‐~1

:1_ :_二 |

_11

・ 十

:: :.~il‐

|■■

，
１
１
１

ｔ
‘



モデル事業に向けての剣道連盟 実務者会議内容

01)

^ヽ0 ノ ,
こⅢ/

^ヽ°5ノ

・ 4)

05)

06)
__ヽ
° /ノ

。8)

・ 9)

連盟内事務担当者の仕事内容の確認

地域移行モデル周知の方法

剣道部保護者説明会について

生徒の休日部活動参加説明について

モデル実施校と明石市剣道連盟との取り決め事について

生徒間 トラブル対応について

指導者関連について

指導者と生徒コミュニケーションについて

検証計画

1

2

3

4

区 分

撻ご崖]三ヒクト

考
=花
交音
「
)舌燿功

学 校

ムL:域ス ア:マー ツ )舌蔓 ,Q域 部 )舌動 )

総 合 型 ス フポ ー ツ ク ラ フ
｀
、単 一 ス テ1く― ツ ク ラ =ブ

、ス アポ ー ツ つハ壺

「
巨 l、

F弓 :間 スコ く一 ン`ク ラ ブ 、撻菫‐皇畳、十規 会 ・な ど 】
>

文寸鷹象 尋彗

主 な ま旨導 者

,舌動 日

自 校 の 生 徒

著攻 :購壌翼ミートョ晏嘱
=ヽ
「ォ し́六L夕 |、音F手旨ミ事

髪→、音
「
)舌菫功,旨ヨ撃婆ミ(ヨ自

`虫
す旨コ撃
'す
)

,舌車か,有金十に貝りつた
'舌
重力曰 くヽ

“

日 4
里l■日どちらか¬日活動日

とす

者 と し

休 日 が 基 本 (土 日 や 祝 日 、場 合 に よ れ ば 長 期 休 業 日 も あ り )

●

●

7

う舌 饉功蛎 編 ;斤

)謹計重り,日電「尾昇

運 営 費 、活 動 費

主 に 学 校 施 設

平 日 2時 間 程 度 休 日 3時 間 程 度

ク ラ ブ 振 興 会 よ り 運 営 費 、部 鸞 (個
メ、1議■旦 )、 有 奪 菫

―

   (イ 固 ン(■載手旦 )

学 :校施 設 、公 共 施 設 、民 間 ス ポ ー ツ 施 設 等 が 考 え ら れ る 。

左
=己
に r司 L)_  |

基 野 ヽ iま 豪 霊 議髪轟 乳 手旦 、当 ネ刀 |まイテエ文C)ネ甫 員力金 ″ろ 葬 も

8

9

保 険 カロ入

責 任

ら虫立 イテ政 法 人  日 本 ス ポ ー ツ 振 興
セ ン タ ー  460円

弓滲た,

公 益 財 団 法 人 ス ポ ー ツ 安 全 協 会 の 保 険 800円 。

運 営 主 体 団 体 (教 育 委 員 会 、体 育 協 会 、連 盟 、協 会 、民 間 ス ポ ー
ン` ク・ラ

=ブ
な 2ヽゴ )

10

11

12

13

大 髪姜1参カロ

ま旨 :ヨ響[=是雪σメ限西州

す旨碁撃星彗″)1聾彗オモζ

キ旨輿撃籠野σx=裂『ζミカロフヽ

中 体 運 主 催 大 会 そ の 他 連 盟 、協

会 主 催 大 会 等

等 率 暑 旨コ準早財 (雇頁1籠亀)牛き
'朱
‐菫力矛寿ヨ

「

当

音 E,舌重力手旨ヨ事輌 Lは 市 田丁よ り 報 酬 Zら り
(会 言十:年度 職 員 )外 音

「
指 導 者 な lt′

σ)場み合 夕■し 0ド 三ラ
=ノ
ラ=イ ア 指 菫撃)

学 校 指 導 者 は 資 格 な し く教 員 免 許
の み )部 活 指 導 員 、外 部 指 導 者 は 、
市 町 現 :定に よ る 。

事 導 報 ま 多ヽ矛芳 ,貶讐富後 うり 。音
「
)舌奎力す旨ヨ事

員 、,外部 指 導 者 :ま市 町 規 定 に よ り
カロフ、

"彗
_

運 営 主 体 が 報 酬 を 支 払 う 。国 の 平 均 報 酬 は 、¬H¥¬ .600程 度 。

運 営 主 体 が 決 定 権 あ り 。JSPO公 認 資 格 等 を 所 持 し て い る こ と

が 認 め ら れ る こ と あ り 。教 員 免 許 所 持 し て い れ ば 、ス タ ー トコ ー
チ 取 得 可 能 。

運 筐 :ヨ自体 団 イ本 が カロ 、か イ国 人
~oし
ヽ手 手員 萄蔵に カロフ、フな ど _

部活動と地域スポーツ活動の違いすみわけ  (資料1)

発 展 し て い け ば 、小 学 生 の 活 動 も



申し込み・登録書・ガイドライン等  (資料2)
1)休日地域クラブ入会申込書
2)指導者登録書
3)明石市剣道連盟 地域クラブ 指導者宣誓書
4)指導者の方へお願い  指導の心得
5)休日地域クラブ活動の指導ガイドライン
6)顧問⇔地域指導者 連絡カー ド
7)休日地域クラブ活動  報告書
8)チラシ
9)指導者研修会
10)公立申学校体育館使用願もヽ
11)事務局役割関連図
1‐2)平日と休日のすみわけ
13)剣道少年団体 中学校部活動の地域連携についてのアンケー ト
14)集合型合同練習 生徒保護者チラシ
15)小学生参加チラシ

5)学校施設 物品破損 口紛失報告書
6)物品借用申請書

セキ三リティ 関係マニ ュ /1ル (資料3)



明石市のモデル実施集合型と派遣型

・集合型とは

。剣道連盟主催で合同練習を実施 (10校 )

,剣道連盟が派遣する地域 =民間指導者が指導 (2校 )

集合型合同練習の概要

数→年間12 実施 (市内剣道部設置数10校 参加校lo校 )ロ

0場所→市立体育館4 学校体育館8

0

0

ロ

●

●

●

●

●

●

●

才旨
チ千」
_ト

よ

尾多ヌ

ヰじ
f日

サ

連

昴

弟

導者→剣道連盟より派遣 (剣連役員等、、校長oB、 教員OB、

務官OB、 現警察官、現刑務官、会社員、大学院生)

た、指導者にアスリー トをゲス ト指導者として招聘

加費→なし、保険代は市が負担

導者手当→ lh¥1600(交通費一律880)
ポーター多数あり 保護者、高校生、大学生、看護師
絡ツール→ 部活アプリ (アスフィール株式会社 )
より小学校5′6年参加ロ

ロ

口

8 は市内高校生剣道部3校参加

・派遣型とは



口

派遣型合同練習の概要 (2校に配置)

数は月2回～3 年間35 実施予定0 ロ

・場所は学校武道場
。指導者は、剣道連盟より派遣 (校長OB、 現警察官、現刑務官、
会社員、大学院生)1校 2名～3名

・参加費なし、保険代は市が負担

・指導者への手当 lh¥1600(交通費―律880)

・サポーター保護者、高校生

。連絡ツール アプリ
・小学校参加可 (近隣地区の小学生の初心者参加あり)

集合型合同練習会 口派遣型練習中間報告  (資料4)

明石中央体育会館第一

明石中央体育会館第二

明石中央体育会館第二

大久保中学校体育館、武道館

大久保中学校体育館、武道館

衣川中学校体育館、武道館

衣川中学校体育館、武道館

※派遣型練習

明石市立衣川中学校 6月 ～10月 報告

明石市立魚住中学校 6月 ～ 1‐ 0月 報告



見えてきたこと いろんな課題に向き合ってきたが・
・事務局
・ 事務局が通常業務も煩雑のため、地域移行に特化した事務局員増員が必要。

・ 特に事務局は指導者の出退勤管理や謝金や交通費の算出に手間がかかる。

・集合型

・ 参加については任意にしているため欠席の生徒も多い。塾や習い事に行っている。

・ 開催場所が遠距離の場合は、親の送迎がほとんどt公共交通機関の使用は少ない。

・ 親が車を出せなければ、参加者が少なくなる傾向がある。

・派遣型

`学校施設を使用するため、施設使用の際の取 り決めが必要、また、教職員の理解が必要。

。その他
。実施 してきて見えてきた課題は、その都度、教育委員会と協議 し解決を図ってきた。

市内剣道部設置校10校

1派遣型 :2校から5校ヘ

3集合型 :全中学校

実施 数

(開始は4月 )

(2)集合型 :月 1回 (開始は9月  年 7
口

口
)

口

口

全体集合 2回  西部、東部のエリア別 5

2合同型:2校合同を 1つ



・ 以上で終わります。

・ ご清聴ありがとうございました。

明石市剣道連盟 顧間、会長、副会長、理事長、地域移行部長
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資料6-3

資料 (1)
学校部活動と地域連携による地域活動の違い対比表

区分 学校部活動 地域スポーツ団体活動(地域部活動)

1 運営主体 学校

総合型スポーツクラブ、単一スポーツクラ

ブ、スポーツ少年団、民間スポーツクラブ、連
盟、協会など>

●
こ 対象者 自校の生徒

原則として中校区の中学生。発展していけ

ば、小学生の活動もあり。

3 主な指導者
教職員十委嘱された外部指
導者)、 部活動指導員(単独指
導可)

総合型スポーツクラブ所属の指導者、地域の

指導者、保護者指導者、退職教職員、企業ス

ポーツクラブ所属指導者、外部指導者、兼職

兼業許可得た教職員、※上記はすべて地域

部活動指導者として指導する者。

4 活動日
活動方針に則つた活動日(平
日4日、土日どちらか1日活
動日とする。)

休日が基本(土日や祝日、場合によれば長期
休業日もあり)

5 活動場所 主に学校施設
学校施設、公共施設、民間スポーツ施設等が
考えられる。

6 活動時間
平日2時間程度 休日3時間
程度

左記に同じ。

7 運営費、活動費
クラブ振興会より運営費、部
費(個人負担)、 保護者会費
(個人負担)

基本は受益者負担、当初は行政の補助金必

須。

8 保険加入
独立行政法人 日本スポーツ

振興センター 460円
公益財団法人スポーツ安全協会の保険800
円。

9 責任 学校
運営主体団体 (教育委員会、体育協会、連
盟、協会、民間スポーツクラブなど)

10 大会参加
中体連主催大会 その他連
盟、協会主催大会等

令和5年度より中体連加盟すれば、中体連主
催大会に出場可能。事前に申請、承認を。

11 指導者の報酬

学校指導者(顧問)特殊勤務
手当部活動指導員は市町よ
り報酬あり(会計年度職員)
外部指導者松しの場合多し
(ボランテイア指導)

12 指導者の資格
学校指導者は資格なし(教員
免許のみ)部活指導員、外部
指導者は、市町規定による。

運営主体が決定権あり。JSPO公認資格等
を所持していることが認められることあり。
教員免許所持していれば、スタートコーチ取
得可能。

13 指導者の保険加入
教員は公務災害あり。部活動

指導員、外部指導者は市町規
定により加入済。

運営主体団体が加入か個人で大手損保に加

入など。

運営主体が報酬を支払う。国の平均報酬は、
lH¥1,600程度。


